
 

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU） 2019 年度ユネスコ活動費補助金 

「学校教員による持続可能な未来の担い手を育むカリキュラム・教材開発事業」 

 

変容につながる 16 のアプローチ―SDGs を活かした学校教員の取組―                      

参考資料 

 

面瀬小学校の 6年間の取組 

 

1年生 「おもせのしき」 

四季を通した栽培活動や遊び、季節の行事などを通して身近な自然や人々と

ふれ合い、自然と密着した生活とその恵みに感謝する心を育む。 

2年生 「はっけん おもせ」 

季節の様子や自然、いきものを観察し、自然に進んで親しもうとする。町探

検を通して、地域の人とふれ合い、面瀬地域の様子や人とのつながりに気付く。 

3年生 「さぐろう 面瀬の生き物のひみつ」 

面瀬川やビオトープにすむ生き物の観察や飼育を通して、面瀬には多様な生

物が生息する豊かな自然があることに気付かせる。  

4年生 「面瀬川調査隊」 

面瀬川流域（上流～河口）の生物調査を通し、豊かな水環境を保つための視

点を育む。水辺環境を守るためにできることを考え、実践する。 

5年生 「学ぼう ふるさと気仙沼の海」 

 海や水産業に関する探究を通して、自分たちの生活と海の環境との関わりに

気付き、自分ができることを考え、実践する。 

6年生 「面瀬さがし」 

1～5 年までの学習経験をもとに学習課題を作り、面瀬地域に関する探究活

動をおこなう。自然環境と共生した暮らし方や自分たちが今できることを考え

る。 

 

 


